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 今年はコロナウイルスの感染拡大のため、４月からずっとオンライン授業が続いています。

授業はオンラインの方が集中しやすい面もありました。しかし、学生の論文指導は対面でな

いと意図が伝わりにくく、私も指導生もお互いにもどかしい思いをしています。 

 ところで、本研究会の木下徹教授（英語教育）と玉岡賀津雄教授（日本語教育学）が本年

度末で定年退職を迎えます。これまで本会を支えてくださった二人の教授が去られることを

寂しく思います。しかし、研究上はこれからもずっとつながりを持っていきたいと思います。 

 

2020年 11月 30日 

（杉村泰 記） 

 

 

名古屋大学言語文化研究会 

木 下   徹       玉 岡 賀 津 雄 

杉 村   泰       勝 川 裕 子 
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